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12
月
2
日
㈭

　

①
ご
当
地
駅
メ
ロ
デ
ィ
ー
導
入
の
進
捗
は

②
三
溝
線
道
路
愛
称
の
検
討
の
進
捗
は
③
道

路
愛
称
の
方
向
性
は
い
つ
決
ま
る
の
か
④
デ

ザ
イ
ン
ベ
ン
チ
導
入
の
進
捗
は
⑤
歩
き
た
く

な
る
仕
掛
け
と
し
て
、
鏑
流
神
社
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
⑥
市
長
の
佐
賀
駅
周
辺
再
整
備

に
関
す
る
考
え
方
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

　

市
長
は
、
市
長
選
立
候
補
者
政
策
ア
ン
ケ
ー

ト
及
び
就
任
会
見
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
よ
う
な
感
染
症
の
危
機
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
に
、
保
健
所
の
設
置
の
検
討
を
進

め
る
。」
と
表
明
さ
れ
た
。
保
健
所
の
設
置
は

中
核
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
市
長
の
中

核
市
へ
の
移
行
の
真
意
を
伺
う
。

　

①
佐
賀
空
港
や
有
明
海
沿
岸
道
路
な
ど
の

交
通
ア
ク
セ
ス
を
活
か
し
た
物
流
拠
点
と
な

る
市
南
部
地
域
の
工
業
団
地
開
発
を
提
案
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
は
②
市
長

は
、
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
佐
賀
空
港
を
活
用

し
た
ア
ジ
ア
の
物
流
拠
点
構
想
を
、
こ
の
議

論
に
当
て
は
め
て
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　

答
弁　

①
令
和
元
年
に
佐
賀
駅
に
相
談

し
、
諸
条
件
の
整
備
が
必
要
と
の
回
答
。

佐
賀
の
イ
メ
ー
ジ
発
信
の
観
点
か
ら
、
再

度
佐
賀
駅
に
相
談
し
た
い
②
現
在
、
三
溝

線
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
で
、

愛
称
の
案
を
検
討
し
て
い
る
③
本
年
度
末

を
目
標
に
愛
称
を
決
定
し
た
い
④
ベ
ン
チ

を
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、
場
所
や
管
理
、

ア
ー
ト
ベ
ン
チ
も
含
め
て
検
討
し
た
い
⑤

諸
条
件
の
整
理
が
必
要
で
あ
り
、
ま
ず
は

地
元
自
治
会
に
相
談
し
た
い
⑥
佐
賀
駅
周

辺
エ
リ
ア
全
体
が
、

人
が
行
き
交
い
、
憩

え
る
空
間
と
し
て
、

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出

す
エ
リ
ア
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い

る
。

　

答
弁　

保
健
所
設
置
及
び
中
核
市
移
行

に
よ
り
新
た
に
得
る
権
限
を
活
用
し
地
域

の
実
情
に
即
し
た
独
自
の
施
策
が
展
開
し

や
す
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一

方
、
権
限
移
譲
に
伴
う
職
員
定
数
の
増
加
、

財
源
の
確
保
等
の
懸
念
が
あ
る
。
特
に
保

健
所
設
置
に
伴
う
専
門
職
人
材
の
確
保
と

財
政
負
担
は
課
題
。
庁
内
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
県
と
情
報
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、

中
核
市
の
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
保
健
所

設
置
を
含
め
、
効
果
や
課
題
に
つ
い
て

様
々
な
観
点
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
◆
公
共
交

通
対
策
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
工
業
団
地
を
開
発
す
る
た
め

に
一
定
規
模
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
必
要

だ
が
、
優
良
農
地
が
多
く
、
農
地
制
度
に

係
る
法
規
制
の
観
点
か
ら
開
発
す
る
上
で

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
と
考
え
て
お
り
、

交
通
ア
ク
セ
ス
や
周
辺
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

状
況
な
ど
、
立
地
条
件
に
つ
い
て
様
々
な

検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

②
手
法
と
し
て
、
農
村
産
業
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
や
国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用

し
た
許
可
な
ど
が
あ
り
、
今
後
、
物
流
拠

点
構
想
を
立
ち
上
げ
て

取
り
組
み
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
市
長
の
市

政
運
営
に
つ
い
て
／
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い

て

中核市

鏑流 (てきりゅう）神社

一般質問

「市政 ここが 聞きたい」

議会動画配信

駅
周
辺
整
備
の
進
捗
と

市
長
の
考
え
を
！

永
渕　

史
孝
（
自
由
民
主
党
）

佐
賀
空
港
を
活
用
し
た

工
業
団
地
開
発
へ

野
中　

宣
明
（
公
明
党
）

中
核
市
へ
の
移
行
に

　
　

つ
い
て
の
考
え
は

江
頭　

弘
美
（
自
由
民
主
党
）
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答
弁　

施
設
の
整
備
は
、
他
の
競
技
と

の
公
平
性
や
公
益
性
の
観
点
も
重
要
で
あ

り
、
全
体
の
施
設
の
実
施
計
画
策
定
の
中

で
優
先
順
位
も
含
め
整
備
の
必
要
性
を
判

断
し
た
い
。
し
か
し
、
競
技
者
・
競
技
団

体
に
と
っ
て
練
習
場
所
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
と
い
う
こ
と
も
市
と
し
て
感
じ
て
い

る
。
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、

ま
ち
な
か
で
営
業
終
了
後
の
民
間
施
設
の

駐
車
場
等
、
活
用
で
き
る
場
所
が
な
い
か
、

市
も
情
報
収
集
し
、
競
技
団
体
と
情
報
共

有
す
る
な
ど
、
活
用
策
を
一
緒
に
考
え
て

い
く
よ
う
努
め
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
コ

ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ

い
て

　

答
弁　

水
道
事
業
経
営
戦
略
で
は
、
災

害
に
備
え
た
施
設
の
強
靭
化
、
老
朽
化
対

策
や
神
野
浄
水
場
の
大
規
模
更
新
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
投
資
計
画
を
戦
略
と
し

て
掲
げ
整
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
財
源

に
水
道
料
金
を
充
て
て
い
る
。
１
年
で
も

長
く
料
金
改
定
を
先
延
ば
し
で
き
る
よ

う
、
コ
ス
ト
削
減
や
経
営
の
安
定
化
に
も

努
め
て
お
り
、
現
状
で
は
現
行
の
水
道
料

金
体
系
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
水
道
料
金
体
系
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
局
内
で
十
分
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆

交
通
政
策
に

つ
い
て

※１　ＢＭＸ…Bicycle Motocross（バイシクルモトクロス）の略称で、自転車を使った競技または競技専用自転車そのも
　　　　ののこと。

12
月
2
日
㈭

12
月
3
日
㈮

　

①
令
和
元
年
の
洪
水
被
害
が
多
か
っ
た
理

由
は
②
令
和
元
年
の
八
田
江
排
水
機
場
の
ポ

ン
プ
故
障
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
③
城
内

地
区
の
浸
水
軽
減
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
た
か
④
佐
賀
城
濠
の
事
前
排
水
は
ど
う

す
る
か
⑤
来
年
の
大
雨
時
期
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
う
か
。

　

上
下
水
道
局
は
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
か

ら
１
日
約
２
万
３
千
㌧
も
受
水
し
、
平
成
４
年

か
ら
の
29
年
間
で
受
水
総
額
は
約
３
２
６
億

円
に
上
り
、
水
道
料
金
に
転
嫁
さ
れ
て
い
る
。

受
水
を
見
直
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ

市
民
生
活
を
助
け
る
た
め
に
水
道
料
金
を
引

き
下
げ
て
市
民
へ
還
元
で
き
な
い
か
。

　

①
多
種
多
様
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
う
が
、

観
光
振
興
の
目
的
は
地
域
の
潤
い
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
市
の
観
光
振
興
に
お
け
る
観
光

資
源
と
観
光
拠
点
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は

②
東
よ
か
干
潟
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
「
ひ
が

さ
す
」
の
西
側
の
景
観
に
つ
い
て
観
光
面
を

考
え
る
上
で
の
市
長
の
見
解
は
。

　

答
弁　

①
短
時
間
で
の
集
中
的
な
降
雨

の
た
め
②
浸
水
被
害
は
ポ
ン
プ
故
障
よ
り

も
短
時
間
で
の
集
中
的
な
降
雨
の
影
響
が

大
き
く
、
ポ
ン
プ
故
障
に
つ
い
て
県
と
情

報
共
有
が
図
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
問
題
と

認
識
③
連
携
し
た
施
設
操
作
で
佐
賀
江
川

の
水
位
を
低
下
さ
せ
、
降
っ
た
雨
を
佐
賀

城
濠
で
一
時
的
に
貯
留
し
た
④
試
験
的
に

事
前
排
水
し
、
古
江
湖
川
の
水
位
の
回
復

具
合
や
泥
土
の
堆
積
状
況
な
ど
課
題
を
明

ら
か
に
す
る
⑤
流
下
能
力
向
上
の
た
め
の

ハ
ー
ド
対
策
と
浸
水
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
発
信
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
。

◆
そ
の
他
◆
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

計
画
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
本
市
の
観
光
資
源
、
観
光
拠

点
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
域
全
体
の
魅

力
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
に
取
り
組

み
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
と
消
費
拡
大
を

図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
②
西
側
の
当
該
用
地
は
県
が
管

理
す
る
国
有
地
で
、
公
共
工
事
で
生
じ
た

泥
土
の
改
良
の
場
や
漂
着
ご
み
の
仮
置
場

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
は
観
光
的
視
点
で

好
ま
し
い
状
況
と
は
言

え
な
い
た
め
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
通
学
路
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

　

近
年
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
が
人
気

を
博
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
東
京
五
輪
か
ら

正
式
な
種
目
と
な
っ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や

Ｂ※
１

Ｍ
Ｘ
は
競
技
人
口
も
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
本
市
で
は
駅
前
ま
ち
か
ど
広

場
で
の
練
習
が
禁
止
に
な
り
練
習
を
す
る
場

所
が
な
い
。
必
要
と
思
う
が
見
解
は
？

観
光
振
興
に
つ
い
て

　
　

市
長
の
考
え
は
？

山
田
誠
一
郎
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
）東よか干潟ビジターセンター「ひがさす」

水
道
料
金
の
引
き

下
げ
が
で
き
な
い
か
！

重
松　
　

徹
（
自
由
民
主
党
）

市
中
心
部
の

　

水
害
対
策
を
急
げ
‼

福
井　

章
司
（
自
由
民
主
党
）

街
中
に
ス
ケ
ボ
ー
や

　

Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
練
習
場
を

宮
﨑　
　

健
（
自
由
民
主
党
）
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12
月
3
日
㈮

12
月
6
日
㈪

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
教
育
の
推
進
を

藤
田　

佳
典
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
）

　

昨
年
の
全
国
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生

徒
数
が
発
表
さ
れ
た
。
過
去
最
多
、
低
年
齢

化
し
て
い
る
状
況
で
の
佐
賀
市
の
支
援
は
。

ま
た
別
室
登
校
を
し
て
い
る
子
ど
も
の
学
習

支
援
員
が
不
足
し
て
お
り
、
１
年
に
一
度
の

希
望
調
査
で
は
対
応
で
き
て
い
な
い
。
柔
軟

な
対
応
を
求
め
る
。

　

佐
賀
空
港
は
公
害
と
自
衛
隊
共
用
を
懸
念

し
た
漁
業
者
の
反
対
で
二
度
断
念
し
た
。
し

か
し
、
自
衛
隊
と
共
用
し
な
い
と
い
う
公
害

防
止
協
定
締
結
等
で
開
港
し
た
。
現
在
協
定

の
見
直
し
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
長
い

歴
史
を
理
解
し
た
上
で
判
断
し
て
欲
し
い
。

空
港
開
港
ま
で
の
歴
史
認
識
を
市
長
に
問
う
。

　

①
学
校
生
活
に
お
い
て
、
先
生
方
の
配
慮

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
は
②
配
慮

を
必
要
と
す
る
児
童
数
増
加
に
伴
う
対
応
は

③
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
生
活
指
導
員
や
特

別
支
援
学
級
支
援
員
の
不
足
に
伴
う
対
応
と

し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
力
を
借
り
て
は
ど

う
か
④
報
告
の
あ
っ
た
課
題
へ
の
対
応
は
。

　

佐
賀
空
港
へ
の
自
衛
隊
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

の
計
画
土
地
は
、
複
数
の
地
権
者
に
よ
る
共

有
で
あ
り
、
売
却
・
造
成
な
ど
の
変
更
を
加

え
る
に
は
民
法
第
２
５
１
条
に
よ
り
全
員
の

同
意
を
要
す
る
。「
土
地
を
売
ら
な
い
」
と
い

う
地
権
者
が
い
る
以
上
、
計
画
断
念
を
県
や

防
衛
省
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
？

　

答
弁　

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
と
し

て
、
①
臨
床
心
理
士
等
の
資
格
を
持
つ
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
事
業
②
佐
賀

市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
す
の
実
」
で

学
習
と
生
活
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
相
談
員
が

家
庭
を
訪
問
し
て
支
援
す
る
不
登
校
対
策

事
業
③
学
習
支
援
員
等
が
別
室
登
校
等
の

児
童
生
徒
の
学
習
や
生
活
支
援
を
行
う
不

登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
の
３
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
学
習
支
援
員
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
要
望
確
認
し

た
後
も
学
校
や
学
習
支

援
員
の
状
況
を
確
認

し
、
年
度
途
中
で
の
配

置
見
直
し
や
週
ご
と
の

勤
務
日
数
の
変
更
等

柔
軟
な
対
応
を
検
討
す

る
。

　

答
弁　

現
在
の
佐
賀
空
港
が
あ
る
の

は
、
佐
賀
空
港
建
設
構
想
か
ら
開
港
ま

で
の
関
係
者
の
苦
悩
と
努
力
の
お
か
げ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
公
害
防
止

協
定
の
締
結
に
至
る
経
緯
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
佐
賀
空
港
の
利
活
用
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
佐

賀
市
は
公
害
防
止
協
定
の
立
会
人
の
立

場
で
、
県
と
有
明
海
漁
協
の
協
議
の
状

況
を
見
守
り
つ
つ
今
後
も
情
報
収
集
に

努
め
、
こ
れ
か
ら
の
協
定
見
直
し
の
動

き
を
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

◆
そ
の
他
◆
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
／
空
き
家
の
課
題

と
問
題
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
平
成
28
年
度
は
小
学
校
７
・

26
％
、
中
学
校
４
・
47
％
、
令
和
２
年
度

は
小
学
校
11
・
41
％
、
中
学
校
７
・
74
％

と
増
加
傾
向
に
あ
る
②
生
活
指
導
員
、
特

別
支
援
学
級
支
援
員
を
配
置
し
、
研
修
を

定
期
的
に
受
講
し
て
い
る
③
地
域
の
力
を

お
借
り
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
見
守

り
や
実
習
の
支
援
、
他
の
子
ど
も
と
の
橋

渡
し
な
ど
で
協
力
い
た
だ
け
る
と
考
え
て

い
る
④
研
修
を
継
続
す
る
と
同
時
に
、
取

り
組
み
を
評
価
し
、
修
正
、
改
善
を
行
い
、

保
護
者
や
地
域
の
方

と
共
通
理
解
を
も
っ

て
子
ど
も
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
市
民
自

ら
が
行
う
防
犯
活
動

に
つ
い
て

　

答
弁　

就
任
会
見
や
定
例
会
の
記
者
会

見
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
佐
賀
市
は
、
佐

賀
県
と
有
明
海
漁
協
で
締
結
し
て
い
る
公

害
防
止
協
定
の
立
会
人
と
い
う
立
場
で
あ

る
。
民
法
の
条
文
は
承
知
し
て
い
る
が
、

立
会
人
の
立
場
と
し
て
は
、
当
事
者
間
で

な
さ
れ
て
い
る
公
害
防
止
協
定
に
関
す
る

協
議
を
見
守
り
た
い
と
考
え
る
。

◆
そ
の
他
◆
保
育
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
拡
充
／
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
の
た

め
に

地権者有志の会による声明文

学
習
支
援
員
の

　
　

配
置
を
柔
軟
に

諸
冨
八
千
代
（
佐
賀
み
の
り
の
会
）

公
害
防
止
協
定
見
直
し

歴
史
認
識
の
上
で

江
口　

善
己
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
）

自
衛
隊
オ
ス
プ
レ
イ

　

配
備
、
市
長
見
解
は

山
下　

明
子
（
市
民
共
同
）
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答
弁　

①
米
海
兵
隊
の
利
用
は
、
自
衛

隊
機
の
配
備
、
移
駐
と
は
切
り
離
し
て
要

請
を
取
り
下
げ
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る

②
公
害
防
止
協
定
の
締
結
に
至
る
経
緯
等

も
踏
ま
え
た
上
で
、
佐
賀
空
港
は
ア
ジ
ア

の
玄
関
口
と
し
て
重
要
と
考
え
て
お
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
充
実
に
取
り
組
み

た
い
③
歴
代
の
町
長
、
市
長
か
ら
立
会
人

を
引
き
継
い
で
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

公
害
防
止
協
定
の
締
結
に
至
る
経
緯
等
を

踏
ま
え
、
協
定
書
見
直
し
に
つ
い
て
の
佐

賀
県
と
有
明
海
漁
協

と
の
協
議
を
見
守
る

立
場
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
学
校
教

職
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て

※防衛省資料より

12
月
6
日
㈪

12
月
7
日
㈫

　

①
堀
江
通
り
交
差
点
で
、
下
校
中
の
児
童

が
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
発
生
。
再
発
防

止
の
対
策
が
必
要
で
は
②
子
ど
も
へ
の
ま
な

ざ
し
運
動
の
一
環
と
し
て
校
区
境
界
付
近
の

見
守
り
活
動
の
強
化
が
必
要
で
は
③
新し
ん
せ
ん栴

檀だ
ん

橋ば
し

交
差
点
の
事
故
防
止
対
策
と
し
て
カ
ラ
ー

舗
装
等
の
改
修
が
必
要
で
は
。

　

近
年
、
社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
く
中
、
住
民
ニ
ー
ズ
は
よ
り
多
様
化
、

複
雑
化
、
高
度
化
し
て
お
り
、
職
員
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
新
規
採
用
、
人
事

異
動
、
適
正
な
人
事
評
価
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　

運
転
免
許
取
得
費
助
成
制
度
は
、
自
動
車

学
校
に
入
校
す
る
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
入
校
後
に
制
度
を
知
り
、
助
成
を
受

け
ら
れ
な
い
人
が
い
る
。
①
周
知
方
法
を
改

善
す
る
べ
き
で
は
②
入
校
後
の
申
請
を
認
め

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
障
が
い
者
に
寄
り

添
っ
た
柔
軟
な
運
用
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

①
当
該
交
差
点
は
注
意
を
要
す

る
箇
所
と
認
識
し
佐
賀
市
通
学
路
安
全
推

進
協
議
会
に
報
告
し
て
い
る
。
今
後
も
道

路
管
理
者
に
安
全
対
策
の
相
談
を
し
て
い

く
と
と
も
に
関
係
機
関
に
街
頭
指
導
等
の

取
り
組
み
継
続
を
呼
び
か
け
る
②
日
常
の

行
動
と
同
時
に
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
う
「
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
全
市

的
に
定
着
す
れ
ば
登
下
校
時
の
安
全
確
保

に
つ
な
が
る
た
め
、
啓
発
に
取
り
組
み
た

い
③
車
両
通
行
等
の
状
況
を
確
認
し
、
有

効
な
対
策
を
警
察
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

す
る
。

◆
そ
の
他
◆
ス

ポ
ー
ツ
振
興
施

策
に
つ
い
て
／

佐
賀
県
伝
承
芸

能
祭
に
つ
い
て

　

答
弁　

職
業
意
識
の
多
様
化
な
ど
を
背

景
に
、
公
務
員
を
志
望
す
る
若
者
は
減
少

傾
向
で
あ
り
、
採
用
試
験
の
方
法
や
年
齢

要
件
を
見
直
し
て
、
受
験
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
向

上
の
た
め
に
、
頑
張
っ
て
い
る
人
が
き
ち

ん
と
評
価
さ
れ
る
人
事
評
価
制
度
の
導
入

や
適
材
適
所
に
よ
る
人
事
配
置
も
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
一
体
的
に
運
用
す
る
こ

と
で
職
員
個
人
及
び
組
織
力
の
向
上
を
目

指
し
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
有
害
鳥
獣

そ
の
他
小
動
物
の
駆
除

等
に
つ
い
て
／
川
を
愛

す
る
週
間
に
お
け
る
取

組
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
こ
れ
ま
で
の
周
知
方
法
に
加

え
、
市
内
の
特
別
支
援
学
校
や
自
動
車
学

校
へ
の
周
知
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
す
る
な
ど
周
知
方
法
を
拡
充
し
た
。

今
後
も
対
象
者
に
情
報
が
行
き
届
く
よ
う

に
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
②
県
内
市
町

お
よ
び
九
州
の
県
庁
所
在
地
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
自
治
体
が
本
市
と
同
様

に
入
校
前
の
申
請
と
し
て
い
る
が
、
入
校

後
の
申
請
を
認
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
っ

た
。
申
請
期
間
を
含
め
、市
民
に
寄
り
添
っ

た
対
応
が
で
き
る
制
度

に
し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
交
通
局
舎

建
て
替
え
に
つ
い
て
／

内
水
氾
濫
対
策
（
排
水

対
策
）
に
つ
い
て

　

①
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
で
日
米
共

同
訓
練
の
合
意
が
あ
り
、
自
衛
隊
と
共
用
す

れ
ば
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
部
隊
が
必
ず
来
る
と

想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
認
識
は
②
公
害
防
止

協
定
覚
書
付
属
資
料
か
ら
、
観
光
を
通
じ
た

平
和
利
用
を
求
め
る
べ
き
で
は
③
協
定
書
の

立
会
人
と
い
う
立
場
に
対
す
る
認
識
は
。

オ
ス
プ
レ
イ
等

配
備
計
画
は
断
念
を
‼

松
永　

憲
明
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
）

障
が
い
者
の
運
転
免
許

取
得
費
助
成

嘉
村　

弘
和
（
自
由
民
主
党
）

人
事
の
在
り
方
に
つ

　

い
て
市
長
に
問
う
！

山
口　

弘
展
（
緑
楠
自
民
）

子
ど
も
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
れ
‼

御
厨　

洋
行
（
自
由
民
主
党
）


